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修士論文要旨
１．研究の目的
　近世に造立されるようになり、現代にもその信仰が続い
ている近世石造物のひとつである馬頭観世音は、これまで
考古学の研究対象とはされてこなかった。しかし、農耕や
交通など人間の営みと深い関わりのある馬には、様々な歴
史的背景があり、人間と馬の関係性があるからこそ造立さ
れたと考えられる馬頭観世音は、馬と人の歴史を描くにあ
たり重要な資料となり得る。
　墓標を考古学的に研究している朽木量氏は、墓標の資料
性について「モノとしての側面」と「文字史料的側面」を
指摘しており（朽木 2004）、馬頭観世音も同様に研究の対
象に成り得ると考える。見慣れた道端の石造物から私たち
の過去を窺うことを目指したい。
２．分析対象と分析方法
　本研究で分析対象とするのは、埼玉県に現存する石造物
の馬頭観世音である。使用する資料は主に、自治体により
発行された石造物報告書であるが、筆者が2013年に東松山
市調査によるものも含む。
　分析方法は馬頭観世音の形態、像容、造立主体、総高、造
立場所などを分類し、これらの項目の関係性を分析する。埼
玉県内のいくつかの地域の分析結果の比較から、埼玉県全
体の様相を把握するとともに、東松山市における調査を元
に地域相にも注目する。
３．近世・近代の馬頭観世音
①型式変遷と地域差
　馬頭観世音の形態に着目し、舟形、駒形、櫛形、角柱形、
板状ａ、板状ｂ、丸彫りに型式分類して、その変遷と地域性
を分析する。型式変遷は舟形（17世紀後葉～19世紀初頭）→
駒形（18世紀中葉～20世紀中葉）→櫛形（18世紀後葉～20世
紀初頭）→板状ａ（18世紀後葉～20世紀中葉）→角柱形（18
世紀後葉～20世紀初頭）→板状ｂ（20世紀初頭～20世紀中
葉）となり、谷川章雄氏により指摘された櫛形から角柱形へ
と変遷する墓標の型式変遷と共通する点がみられた。しか
し、墓標ではほぼ18世紀代に全国で盛行する櫛形は、馬頭観
世音でもみられるものの、他の形式に比べると少ない。また、
近世墓標は18世紀後葉から現代に至るまで角柱形が主流の
型式となるのに対して、馬頭観世音は18世紀後葉～20世紀初
頭に盛行するのに留まり、駒形や板状ａが主流の型式とな
る。馬頭観世音が必ずしも墓標と同じ型式変遷をしない理由
は、造立主体にあると考えられる。墓標は個人や家により造
立されるが、馬頭観世音は個人造立と、講中・馬持中・村中
などによる集団造立の二種類があり、集団造立は角柱形を用
いる場合が多く造立期間も18世紀初頭～19世紀中葉に限ら
れることが影響していると考えられる。
　馬頭観世音の地域性は、板状ａ、駒形、角柱形の造立数か
らみることができた。埼玉県西部の山地地域でみられる型式
は、加工があまり施されていない板状ａに偏っており、埼玉
県東部は駒形や角柱形が多くみられ、板状ａはあまり造立さ
れていない。この理由として石材の流通経路と都市江戸との
つながりの問題があげられる。駒形や櫛形などの画一的とも
いえる型式は江戸を起点とした形式であり、板状ａのような
割り石状のものは在地的な型式ということができる。
②造立主体と造立場所の関係
　造立場所は大きく個人造立と集団造立に分類することが
できる。造立場所は、個人宅地内、道や辻などの公共空間、
寺社墓地に分類して、造立主体との関係を分析すると、集
団造立のものは個人宅地内にはあまりみられず、道や辻に
造立される場合が多く、個人造立の場合は自身の庭先や畑
の隅に造立する傾向がみられた。
　この分析には筆者が調査をおこなった東松山市の資料を
用いているが、時代をおって造立主体と造立場所の変遷を
追ったところ、江戸時代に宿だった地域に造立される傾向
にあったものが、明治期になると農村地域へと造立の盛ん
な地域が転じていることがわかった。
③宿と村の馬頭観世音
　宿には集団造立のものが多く、一方で農村には個人造立
のものが目立つ。江戸時代になり、交通面での馬の使役が
増えると、それまでは農閑期における農民の副業だった運
送業が、17世紀頃に運輸専門業者となっていく（市川 1981）
とされており、馬方など馬を扱う職業集団により講が形成
され、造立に至ると考えられる。そして、近代化に伴い、こ
うした集団が弱体化すると個人造立が増加する傾向にある。
東松山市における馬の数を馬医の記した「馬数覚書」１およ
び『武蔵国郡村誌』２により算出し比較すると、1775年には
宿場のある地域の馬の数が農村地域よりも多いが、1876年
には宿場は横ばいの数なのに対して、農村地域は３倍以上
に増加していることがわかった。農村に馬が増えた理由と
しては、近代に入り埼玉県にも馬耕が広まったことと関連
がある可能性が考えられる。このことから、馬頭観世音の
造立と実際の馬が関係しているということがわかった。
④近代における馬頭観世音
　20世紀に入り、馬の名前や毛色、死亡日や軍馬徴発日な
どを刻む馬頭観世音が造立されるようになり、中には墓と
して造立されたものもある。このように特定の馬の存在を
匂わせる銘文は近世にはほとんどなく、近代になり馬頭観
世音を特定の馬の為に造立するという傾向があらわれたと
考えられる。
　以上のように、私たちの過去に関する様々なことを馬頭
観世音の分析を通して描くことができた。私たちの身近に
ある見慣れた石造物でも、重要な物質文化資料と成り得る
ということができるだろう。
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